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　新型コロナウイルス感染症。私たちは今、未知な
るウイルスと闘っています。不安やストレスを感じ
ることが増えていますが、こんな時こそ冷静さを失
わず、他人を思いやる気持ちを忘れずにみんなで力
を合わせて乗り越えていきましょう。
　まち中に元気な子どもたちの声、たくさんの笑顔
があふれますように… （清滝小学校校庭）
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を合わせて乗り越えていきましょう。
　まち中に元気な子どもたちの声、たくさんの笑顔
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新年度予算をはじめ、条例制定および改正、

補正予算、人事案件、意見書、請願・陳情などを審議しました。

主な議案の審議状況をお知らせします。

ホームページでも議会の情報をご覧いただけます。　豊岡市議会　  検索

○固定資産評価審査委員会の
　委員の選任……………………… 3 名
○農業委員会の委員の任命………19名
○教育委員会の教育長の任命…… 1 名
○教育委員会の委員の任命……… 1 名

森林整備の推進および森林環境の保全に資するため、
豊岡市森林環境基金を設置するもの。

豊岡市森林環境基金条例制定

学校教育施設の整備に要する資金に充てることを目的と
して、豊岡市立学校教育施設整備基金を設置するもの。

豊岡市立学校教育施設整備基金条例制定

意見が分かれた議案は起立により採決します意見が分かれた議案は起立により採決します

ポチッ

概　要
○中小企業支援 20,000千円
市内中小企業の経営安定化を図るため、
商工団体（豊岡商工会議所、豊岡市商
工会）と連携し、相談体制の充実や雇
用調整助成金等の申請にかかる事務サ
ポート

○（仮称）豊岡子ども30,000人応援
　プロジェクト“豊岡を遊ぼう！”
 140,000千円
大交流の実現（観光客向け）、市内の
子ども応援策
　・アクティビティ・クーポンの提供
　・質の高いアート体験の提供　など

補正予算 第2号（新型コロナウイルス感染症に係る支援）　160,000千円

原案
可決

▼意見・要望▼
○市内商工団体との連携のもと、中小企業に対して、時
期を失することなく経営相談や労務相談を行うととも
に、団体非加入の個人事業主や企業に対しても細やか
な支援が及ぶよう留意すること。

○農林水産業などの事業者に対する支援策等の検討を行
うとともに、風評被害に対する対策を講じること。

○（仮称）豊岡応援プロジェクト“豊岡を遊ぼう”は、市
の個性を生かした取り組みの一つであり、豊岡での体
験を通じて子どもたちに元気を与え、その取り組みに
より地域経済が循環し、アートや観光分野のみならず、
その効果が市内全域に行き渡るよう努めること。

○市民の健康や生活、教育など、幅広い分野に影響を及
ぼしているので、今後の市政運営に当たっては、市民
の不安を取り除くため、十分な対策を講じること。

予
算
決
算
委
員
会
の
意
見・要
望

意見が分かれた議案の賛否一覧表
本会議での賛否を公開します。掲載のない議案は全会一致で可決されました。
賛成は○○、反対は×、棄権・除斥等は「―」、議長は採決に加わらないので「／／」、欠席は「欠」で表示しています。
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第32号議案  令和2年度豊岡市一般会計予算 ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ × × × ○ ○ ○ 可
決

議報第1号  令和元年陳情第3号  公立豊岡病
院組合内病院の充実に関する陳情について × × × ／／ × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○○ × × ×

不
採
択

議報第2号　請願第1号　子どもの幸せ
を願う豊岡市民の要望（請願署名） × × × ／／ × × × × × × × × × × × × × ○ ○ ○○ × × ×

不
採
択
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3月
定例会
議案審議 2月28日～3月26日（28日間）

旧森本中学校跡地施設の土
地・建物等を処分することに
ついて、契約および財産の取
得または処分に関する条例の
規定により、議会の議決を求
めるもの。

市有財産の処分
売　買

▼意見・要望▼
今後ますます厳しい経営状
況が予想されるので、施設
の統廃合やコンパクト化の
検討、管路施設の長寿命化
や更新投資額の平準化およ
び豊岡中核工業団地の特別
料金のあり方など、長期財
政見通しをしっかり立てた
上で着手されたい。

水道事業会計
▼意見・要望▼
未接続の住宅や事業所など
への接続に向けた取り組み
を進めることや、施設の統
廃合、管路施設の長寿命化
および更新投資額の平準化
など、長期財政見通しを
しっかり立てた上で着手さ
れたい。

下水道事業会計
当初予算

○固定資産評価審査委員会の
　委員の選任……………………… 3 名
○農業委員会の委員の任命………19名
○教育委員会の教育長の任命…… 1 名
○教育委員会の委員の任命……… 1 名

○固定資産評価審査委員会の
　委員の選任……………………… 3 名
○農業委員会の委員の任命………19名
○教育委員会の教育長の任命…… 1 名
○教育委員会の委員の任命……… 1 名

人事関係

森林整備の推進および森林環境の保全に資するため、
豊岡市森林環境基金を設置するもの。
森林整備の推進および森林環境の保全に資するため、
豊岡市森林環境基金を設置するもの。

豊岡市森林環境基金条例制定豊岡市森林環境基金条例制定

学校教育施設の整備に要する資金に充てることを目的と
して、豊岡市立学校教育施設整備基金を設置するもの。
学校教育施設の整備に要する資金に充てることを目的と
して、豊岡市立学校教育施設整備基金を設置するもの。

豊岡市立学校教育施設整備基金条例制定豊岡市立学校教育施設整備基金条例制定

条例関係

意見が分かれた議案は起立により採決します

同意
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10万5千円 18.4％
職員や市長・議員
などの人件費

12万1千円 21.2%
市民税、固定資産税
などの市税

21万円 36.9%
国から交付される
地方交付税

4万4千円 7.7％
新たな借入金

9万4千円 16.5%
国・県から交付される

国県支出金

3万2千円 5.6%

2万5千円 4.4%

2万7千円 4.8%

6万8千円 12.0％
旅費や需用費、

委託料などの物件費

8万9千円 15.5%
保育所運営費や
障害者給付費などの

扶助費

12万1千円 21.1%
他団体への負担金、
補助金などの
補助費等

8万5千円 14.9%
過去の借入金
返済の公債費

5万3千円 9.4%

3万4千円 6.0%

3千円 0.5%
公共施設修繕などの
維持補修費

1万円 1.7%
公共施設などの
使用料・手数料

歳入
57万円

（100.0％）

歳出
57万円

（100.0％）

7千円 1.2%
ふるさと納税
などの寄付金

基金からの繰入金

その他

1万2千円 2.2%
各基金への積立金など

介護保険特別会計
などへの繰出金

公共施設整備や
道路橋りょう維持など
の普通建設事業費

地方消費税などの
交付金

12
市民

2
国

令
和
２
年
度
予
算
を

議
会
が
チ
ェ
ッ
ク
！！

一般会計予算額 460億5,600万円
豊岡市の予算
わ が や

予算を可決しなければ、新年度
事業は執行できません。
市長から提案された予算の使い
みち等をしっかりと議員が問い
質し、審議します。

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ

た
予
算
案
に
つ
い
て
、

総
務
・
文
教
民
生
・
建

設
経
済
分
科
会
で
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
全
体
会
で

あ
る
予
算
決
算
委
員
会

に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
質
疑
、
討
論

を
か
わ
し
、
採
決
を
行

い
ま
し
た
。

「3月議会」って
「予算議会」とも言うんだ！

○10万5千円
　職員や市長・議員

などの人件費

○８万５千円
　過去の借入金返済

の公債費

○12万1千円
　市民税・固定資産

税などの市税

一般会計予
算額を

市民1人当
たりに換算

すると…

（2020年
2月末現在

の人口を基
にしていま

す。）
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　豊岡市民会館と旧出石文化会館のホール
の機能を統合する形で整備する。2025年
度の開館を目指し、本年度は基本設計を作
成する。
▼意見・要望▼
　将来展望を十分に見据えたうえで、施設
規模および機能などを再考、精査されたい。
　また、未来への財政負担とならないよう、
人口規模に見合った施設として総事業費の
削減、抑制に努められたい。事業進捗の節
目に報告や情報公開に努めるとともに、当
局と議会双方の合意のもとで事業推進を図
られたい。

令
和
２
年
度
予
算
の
主
な
も
の

新文化会館の整備
 9,858万1千円

　旧市町別に地域デザイン懇談会の設置を
し、地域に必要な施設や公共施設サービス
の機能について、市民と一緒に議論する場
を設ける。
　また、公共施設について未策定の個別施
設計画を策定する。
▼意見・要望▼
　地域づくり計画や市立小中学校適正規
模・配置計画、幼児教育・保育および放課
後児童のあり方計画など、それぞれの計画
担当課および振興局との連携を密にし、全
市でバランスのとれた一体感のある議論を
進めること。

公共施設マネジメントの推進
 5,944万5千円

　高齢者を含むすべての人の生涯学習機会を
提供するとともに、子育て中の母親を中心と
した就労支援を図る目的を持つ。
　全体事業費は3億8,312万9千円で、2021
年4月オープン予定。
▼意見・要望▼
　市民等の意見を反映させ、市民に広く愛さ
れるとともに、中心市街地活性化に結び付く
施設となるよう事業を展開されたい。
　また、これ以上の過度な財政負担とならな
いよう、総事業費の抑制を図られたい。

生涯学習サロンの整備
 2億5,313万7千円

▼意見・要望▼
　市の課題の1つは財政危機であり、市民要望に十分応えられ
ていない実態に加えて、新型コロナウイルス感染症の影響で、
倒産や廃業の危機にある事業者等が増えることが予想される。
　さらに、周辺地域では公共施設統廃合に関して具体の議論が
始まろうとしている。
　このような時期に、中心部では新たな公共施設の建設が開始
されることに対する不公平感や、財政危機と言いながらも大型
事業に取り組む方針に対して、疑問を持つ多くの市民がいるこ
とを十分踏まえて、事務事業を執行されることを強く要望する。

大型投資的事業の取り組みについて

　2020年度から「第3期シカ有害被害撲滅
大作戦」に取り組み、現行の捕獲体制を一部
見直し、シカの生育状況に応じた捕獲を進め
る。
　また、サル対策として、防護柵の維持管理
や追い払いなどの防除指導や講習を行う。
▼意見・要望▼
　これまでの被害防止対策や駆除対策は評価
するものの、野生動物による農作物被害は、
依然として農業者に深刻な影響を与えている。
　疲弊する農家がさらに増えてくると心配さ
れるので、さらなる捕獲対策の強化を強く要
望する。

鳥獣被害防止緊急対策
 1億7,672万2千円

市民は
見ています！

予
算
決
算
委
員
会
の

意
見・要
望
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３
月
定
例
会

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
問
題
、
市
の
予
算
や
政
策
な
ど
、

　
　
　

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
か
わ
し
ま
し
た
。

市議会の本会議が
　　インターネットで
　　　　ご覧になれます！

インターネットによ
り、定例会のようす
をライブ中継と録画
中継で映像配信して
います。
ぜひご覧ください。

豊岡市議会インターネット中継 検索

スマートフォンで
も定例会のライブ
中継を配信！

※
こ
こ
に
掲
載
す
る
質
問
・
答
弁
は
、
３
月
９
日
〜
13
日
の
も
の
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
昨
今
の
社
会
情
勢
・
対
応
策
等
、

　

日
々
状
況
が
か
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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問　

新
年
度
の
地
方
創
生
施

策
の
取
り
組
み
と
課
題
は

答　

小
さ
な
世
界
都
市
の
実

現
に
向
け
て
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
演
劇

の
ま
ち
に
加
え
て
、
ば
ね
、

ホ
イ
ー
ル
、
木
製
ハ
ン
ガ
ー
、

か
ば
ん
な
ど
の
世
界
的
な
水

準
の
製
品
を
生
み
出
す
市
内

企
業
の
活
躍
を
支
援
す
る
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ

プ
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
目

的
や
目
標
指
数
の
設
定
を
指

摘
さ
れ
た
が
、
抵
抗
感
が
大

き
く
な
る
と
考
え
、
ま
ず
問

題
意
識
の
共
有
を
図
り
た
い
。

問　

新
年
度
予
算
案
と
第
４

次
行
財
政
改
革
の
集
中
取
り

組
み
４
年
間
の
初
年
度
に
あ

た
る
目
標
額
と
の
考
え
方
は　
　
　
　
　
　

答　

予
算
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
を
勘
案
し
て
費
用
対
効

果
を
強
く
意
識
し
た
が
、
行

革
効
果
目
標
額
の
４
億
円
は
、

設
定
で
き
て
い
な
い
。
未
利

用
施
設
の
処
分
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
、
玄
武
洞
公
園
の
有
料

化
な
ど
、
可
能
な
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

問　

豊
岡
演
劇
祭
を
５
年
で

ア
ジ
ア
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
に
、

10
年
で
世
界
有
数
の
演
劇
祭

を
目
指
す
戦
略
と
資
金
は
。

市
民
に
夢
と
希
望
と
幸
せ
を

与
え
る
も
の
に
な
る
の
か

答　

世
界
の
人
々
の
共
有
財

産
と
な
り
、
芸
術
作
品
と
し

て
後
世
に
残
る
も
の
を
つ
く

る
こ
と
に
よ
り
、多
く
の
人
々

を
引
き
付
け
て
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
。
ま
た
、

市
の
負
担
金
は
５
７
０
０
万

円
だ
が
、
来
訪
者
の
宿
泊
や

飲
食
な
ど
に
よ
る
経
済
効
果

が
見
込
め
、
ま
ち
の
魅
力
が

増
す
こ
と
で
若
者
た
ち
の
移

住
定
住
が
期
待
で
き
る
。

問　

専
門
職
大
学
の
開
校
に

向
け
、
学
生
や
若
者
の
集
え

る
中
心
市
街
地
改
修
な
ど
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
が

答　

開
学
は
、
商
店
街
に

と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と

な
る
。
市
は
、
自
発
的
な
動

き
の
側
面
支
援
を
行
い
た
い
。

■代表質問

小さな世界都市の取り
組みも大事。しかし、今
の市民の暮らしを豊かに
する方が、もっと

大事！

議員のひとこと

専門職大学の開学を契機に若者の集うまちに

新風とよおか

浅田　　徹 議員

答
状
況
を
見
定
め
遅
滞
な
く
対
策
を
行
う

コ
ロ
ナ
に
よ
る
地
域
経
済
へ
の
支
援
は

「大見出し」を
   リニューアルしました！「問」と「答」を対にし、質問の内容が一目で分かるようにしました。

代表質問・一般質問

「議員のひとこと」を新設しました！問答に対して、または質問全体を通して、「ひとこと、つぶやき」を書くコーナーです。問答だけでは伝わらない議員の思いを掲載しました。

市の一般事務に対して
その執行の状況または

将来の方針、政策的提
言や行政の課題などを

市長や担当部長に直接
質します。

代表質問とは
会派を代表して行う質問

のことを「代表質問」とい
い

ます。豊岡市議会では、
３月定例会で代表質問

を行うこと

としています。質問時間
は答弁を含めて80分以

内です。

一般質問とは
個々の議員が行う質問

で、

質問時間は答弁を含め
て65分以内です。
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■代表質問

こ
ど
も
医
療
費
無
料
化

問　

昨
年
「
子
ど
も
の
命
を

守
る
観
点
か
ら
低
所
得
世
帯

に
限
っ
て
医
療
費
を
無
料
化

で
き
な
い
か
」
と
強
く
申
し

あ
げ
て
き
た
。　
　

　

市
長
は
「
子
育
て
支
援
全

体
を
見
る
視
点
か
ら
い
か
が

な
も
の
か
、
合
理
性
の
議
論

が
必
要
だ
。
要
望
が
あ
っ
て

も
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
」
と

答
弁
さ
れ
た
。
１
年
間
の
時

を
経
て
方
針
転
換
の
意
図
と

合
理
的
な
根
拠
を
説
明
願
う

答　

貧
困
世
帯
の
早
期
発

見
・
早
期
対
応
仕
組
み
づ
く

り
ワ
ー
キ
ン
グ
で
経
済
的
に

よ
り
受
診
で
き
な
い
子
ど
も

が
課
題
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
と
し
て
医
療

費
の
負
担
軽
減
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
た
。
全
国
的

に
も
所
得
基
準
に
非
課
税
世

帯
を
用
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

こ
と
を
勘
案
し
た
も
の
だ
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

高
齢
者
福
祉
施
設
の
対

応
状
況
は
ど
う
か

答　

例
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
応
と
同
様

に
感
染
症
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
に

沿
っ
た
対
応
を

し
て
い
る
。

問　

豊
岡
病
院

の
感
染
症
病
床

は
、
わ
ず
か
４

床
だ
。
患
者
を

受
け
入
れ
る
病
床
確
保
等
の

対
応
は
ど
う
か

答　

一
般
病
床
を
含
め
て
他

の
患
者
と
空
間
的
な
分
離
を

し
て
入
院
患
者
を
受
け
入
れ

る
医
療
機
関
に
お
い
て
対
応

を
検
討
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

問　

万
が
一
感
染
者
が
出
た

場
合
ど
こ
ま
で
公
表
す
る
か

答　

感
染
者
の
公
表
は
兵
庫

県
が
す
る
。
県
は
「
公
表
を

限
定
し
ろ
」
と
言
っ
て
い
る

が
、
そ
れ
と
は
別
に
現
場
で

ど
う
対
応
す
る
か
は
考
慮
し

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

答
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
一
環
だ
！

こ
ど
も
医
療
費
無
料
の
方
針
転
換
は
何
故
？

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
被
害
の
実
態
に
対
す

る
市
の
対
応
は
。
ま
た
、
感

染
症
が
発
生
し
た
場
合
の
各

種
体
制
整
備
お
よ
び
豊
岡
病

院
受
診
体
制
は
ど
う
か

答　

経
済
状
況
へ
の
懸
念
が

非
常
に
大
き
く
な
っ
て
お
り

適
切
な
対
応
を
と
る
。
市
内

で
最
も
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

い
る
の
は
子
ど
も
た
ち
だ
。

何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
必

要
と
考
え
る
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
関
し
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
知
見
が
公
に
な
っ
て
き
て

お
り
、
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、

で
き
る
限
り
手
段
と
目
的
が

合
致
し
た
対
応
を
と
る
。

　

受
診
に
つ
い
て
は
37
・
５

度
以
上
の
発
熱
が
４
日
以
上

続
く
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

に
相
談
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

勧
め
で
医
療
機
関
で
の
受
診

と
な
る
。
豊
岡
病
院
は
感
染

症
の
指
定
医
療
機
関
で
あ
り

対
応
は
可
能
で
あ
る
。

問　

中
貝
市
政
15
年
の
足
跡

と
任
期
残
り
１
年
に
や
り
遂

げ
た
い
政
策
と
２
０
２
０
年

度
予
算
に
対
す
る
意
気
込
み

は答　

も
う
15
年
の
感
慨
に
ふ

け
る
も
、
事
態
は
の
ん
び
り

し
た
こ
と
を
許
し
て
い
る
わ

け
で
な
い
。

　

当
面
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
に
全
力
を
挙
げ
な
が
ら
も
、

春
の
息
吹
の
よ
う
な
事
柄
も

起
こ
り
始
め
て
お
り
、
こ
の

芽
を
さ
ら
に
伸
ば
す
。

　

残
り
任
期
１
年
小
さ
な
世

界
都
市
を
掲
げ
、
突
き
抜
け

た
価
値
の
実
現
に
４
つ
の
エ

ン
ジ
ン
が
確
実
に
着
実
に
進

む
よ
う
全
力
を
挙
げ
る
。

問　

第
２
期
地
方
創
生
総
合

戦
略
の
特
徴
的
な
も
の
は

答　

若
者
・
女
性
の
回
復

率
向
上
へ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
解
消
、
コ
ウ
ノ
ト

リ
育
む
お
米
の
輸
出
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
、
演
劇
祭
の

開
催
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
教
育
の
拡
大
、
移
住
・
定

住
・
結
婚
支
援
・
多
子
出
産

応
援
を
連
携
し
戦
略
的
に
推

進
す
る
、
な
ど
に
取
り
組
む
。

答
確
実
に
着
実
に
、
前
へ
進
め
る

中
貝
市
政
の
足
跡
と
将
来
展
望

ひ か り
青山　憲司 議員

とよおか市民クラブ
井上　正治 議員

大災害です。
感染対策で１日も
早い収束を

議員のひとこと

コウノトリ育むお米無農薬栽培の田植え風景

コロナウイルス感染拡大防止にご協力を！

私も一人の議員として
市民の皆さんの代表とし
てここに立っている。その
ことを十分理解して市政
に反映して　　
もらいたい。

議員のひとこと
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▼
■代表質問

問　

新
た
な
10
年
へ
向
け
て

希
望
あ
ふ
れ
る
市
の
構
築
を

す
る
た
め
に
子
育
て
世
代
へ

の
投
資
を
大
胆
に
行
う
こ
と

が
少
子
対
策
や
女
性
に
選
ば

れ
る
市
に
な
る
と
考
え
る
が

答　

地
方
創
生
の
最
大
の
目

的
は
人
口
減
少
緩
和
。
目
標

値
を
定
め
て
人
口
減
少
を
緩

和
す
る
。
こ
れ
は
量
的
緩
和

で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
元

気
な
街
の
在
り
様
の
質
的
転

換
を
図
る
。
量
的
緩
和
と
質

的
転
換
が
同
じ
作
戦
で
あ
る

方
が
良
い
。
た
と
え
ば
市
で

は
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

を
展
開
し
、
突
き
抜
け
る
人

材
育
成
を
し
て
い
る
。
立
派

な
子
育
て
支
援
で
あ
る
。
市

外
か
ら
自
分
の
子
ど
も
を
育

て
た
い
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
る
。
子
ど
も
た
ち
が
一
旦

外
に
は
出
る
が
腕
を
磨
き
豊

岡
と
い
う
ロ
ー
カ
ル
を
グ

ロ
ー
バ
ル
に
す
る
た
め
に

帰
っ
て
来
る
と
質
的
転
換
に

な
る
。
今
ま
で
の
た
だ
の
片

田
舎
で
は
な
く
世
界
に
堂
々

と
輝
く
街
に
な
る
。
量
的
緩

和
と
質
的
転
換
も
一
緒
に
な

る
。
２
階
建
て
の
作
戦
構
造

で
あ
る
。

問　

市
独
自
の
奨
学
金
返
済

制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は

答　

専
門
職
大
学
の
学
生
に

対
し
て
や
り
が
い
や
生
き
が

い
の
方
が
ハ
ー
ト
に
刺
さ
る

か
も
知
れ
な
い
。
提
案
に
対

し
て
や
ら
な
い
と
言
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
時
間
が

あ
る
の
で
何
が
効
果
的
か
を

し
っ
か
り
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。
若
い
人
た
ち
に
評
価

を
受
け
て
い
る
の
が

「I

イ
ッ
ポ

PPO
 T

ト

ヨ

オ

カ

O
Y
O
O
K
A

」

「F

フ
ラ
ッ
プ

LA
P T

ト

ヨ

オ

カ

O
YO
O
K
A

」

だ
。
創
業
支
援
と
相
談
す
る

仕
組
み
と
場
所
。
そ
し
て
補

助
金
融
資
で
あ
る
。
若
者
の

挑
戦
を
応
援
す
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

問　

平
田
オ
リ
ザ
氏
は
、
劇

作
家
だ
と
し
か
知
り
え
な

か
っ
た
東
京
の
人
だ
が
、
城

崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
開

設
の
こ
ろ
か
ら
、
耳
に
す
る

機
会
が
増
え
た
。
あ
れ
よ
あ

れ
よ
と
い
う
間
に
、
豊
岡
に

移
住
さ
れ
、
演
劇
祭
を
主
導

し
、
雑
誌
で
毎
月
連
載
の
レ

ポ
ー
ト
を
載
せ
、
新
聞
等
で

も
豊
岡
を
紹
介
し
、
今
や
な

く
て
は
な
ら
な
い
地
方
創
生

の
請
負
い
人
と
思
え
る
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
。
ま
た
学
校
に
お

け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

教
育
や
、
非
認
知
能
力
教
育

の
指
導
な
ど
は
「
是
」
と
し

な
が
ら
も
、
市
職
員
の
採
用

に
ま
で
関
わ
る
こ
と
は
い
か

が
な
も
の
か

答　

市
職
員
採
用
の
関
わ
り

に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
る
。

ひ
と
つ
は
教
養
試
験
と
面
接

だ
け
で
は
、
能
力
や
可
能
性

を
見
る
こ
と
は
難
し
い
と
い

う
こ
と
。
ま
た
、
市
職
員
と

し
て
の
主
体
性
や
協
働
性
に

富
ん
だ
人
物
を
見
極
め
る
方

法
と
し
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

が
有
効
で
あ
り
、
奈
義
町
で

も
平
田
オ
リ
ザ
氏
が
主
導
し

て
導
入
し
て
い
る
。
市
の
参

与
で
も
あ
り
問
題
は
な
い
。

問　

雑
誌
「
世
界
」
の
連
載

で
、
職
員
採
用
に
３
年
前
か

ら
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
記

事
を
見
て
、
そ
こ
ま
で
す
る

か
と
思
っ
た
。
要
は
節
度
の

問
題
だ
と
思
う
が
ど
う
か

答　

そ
れ
は
そ
の
通
り
だ
と

思
う
。
ち
な
み
に
平
田
さ
ん

は
合
否
の
決
定
に
は
一
切
関

わ
っ
て
い
な
い
。

英
語
授
業
時
間
が
増
え
る

問　

２
０
２
０
年
度
か
ら
の

学
習
指
導
要
領
で
は
、
英
語

授
業
が
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
年
間
20
時
間
多
く
な
る

の
で
、
夏
休
み
を
４
日
短
縮

す
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
教
育
や
、
コ
ロ
ナ
に

よ
る
休
学
な
ど
授
業
時
間
確

保
は
ど
う
な
る
か

答　

夏
休
み
を
短
縮
し
て
平

準
化
し
て
い
く
が
足
り
な
い

時
間
は
、
年
間
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
対
応
し
て
い
く
。

豊岡市議会公明党
竹中   　理 議員

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団
村岡　峰男 議員

ぜひ独自の奨学金
返済制度を研究し
てほしい。

議員のひとこと

何事にも
「節度」が大事！

議員のひとこと

コロナに負けるな！　江原河畔劇場

今回こども医療費が拡充
したこと（21年度から）も
子育て支援の大きな後押

しとなる。

議員のひとこと

大胆な投資を行うことが少子対策や
女性に選ばれる市になる

答
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
を
推
し
進
め
る

子
育
て
世
代
へ
の
大
胆
な
投
資
を

答
そ
れ
は
そ
の
通
り
だ

平
田
氏
と
行
政
の
関
わ
り
は
節
度
が
要
る
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問　

説
明
会
で
出
た
意
見
・

要
望
を
踏
ま
え
て
計
画
策
定

に
ど
う
反
映
す
る
の
か
、
ま

た
変
更
点
は
あ
る
の
か

答　

関
係
す
る
社
会
福
祉
法

人
等
と
の
協
議
結
果
を
尊
重

し
つ
つ
、
市
民
懇
談
会
で
の

意
見
も
踏
ま
え
て
計
画
案
を

調
整
中
で
あ
る
。

問　

今
議
会
に
「
子
ど
も
の

幸
せ
を
願
う
豊
岡
市
民
の
要

望
」
と
し
て
請
願
が
出
さ
れ

て
い
る
が
、
小
学
校
区
ご
と

の
説
明
会
に
つ
い
て
は
ど
う

か答　

現
在
検
討
し
て
い
る
が
、

豊
岡
地
域
を
２
回
以
上
は
考

え
て
い
る
。

問　

小
学
校
区
に
あ
っ
た
教

育
施
設
が
な
く
な
る
こ
と
は

地
域
と
の
交
流
が
な
く
な
り
、

子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ
と
を

愛
す
る
心
が
低
下
す
る
と
思

う
が
ど
う
か

答　

地
域
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
、
統
合

が
進
ん
だ
場
合
で
も

継
続
す
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
。

問　

策
定
時
期
を
あ

ら
か
じ
め
決
め
る
の

で
は
な
く
て
、
該
当

地
域
で
適
当
な
時
期

に
策
定
す
る
こ
と
が
、

求
め
ら
れ
る
が
ど
う

か答　

優
先
順
位
を
つ

け
て
該
当
す
る
地
域
に
は
、

丁
寧
な
説
明
、
意
見
交
換
を

し
て
、
一
方
的
に
進
め
て
い

か
な
い
。

職
員
の
雇
用
継
続
を
！

問　

現
在
、
臨
時
職
員
72
名
、

嘱
託
職
員
38
名
の
引
き
続
き

の
雇
用
に
つ
い
て
は
ど
う
か

答　

２
０
２
０
年
度
か
ら
は

会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行

す
る
。
保
育
士
が
不
足
し
て

い
る
状
況
な
の
で
、
直
ち
に

解
雇
に
な
る
こ
と
は
な
い
。

こ
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
は
喫
緊
の
課
題

問　

21
年
７
月
よ
り
非
課
税

世
帯
の
こ
ど
も
医
療
費
が
無

料
に
な
る
が
、
全
世
帯
に
広

げ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か

答　

子
ど
も
の
貧
困
の
連
鎖

を
断
ち
切
る
た
め
に
貧
困
対

策
と
し
て
無
料
化
す
る
。
全

世
帯
に
広
げ
る
考
え
は
な
い
。

答
丁
寧
な
意
見
交
換
を
す
る

幼
保
の
再
編
計
画
は
住
民
合
意
で
‼

問　

演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
連
す
る
こ
れ
ま
で
と
こ
れ

か
ら
の
事
業
費
と
見
込
ま
れ

る
成
果
に
つ
い
て
説
明
を

答　

演
劇
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
す
る
事
業
費
は
１
億
８
０

０
４
５
万
２
千
円
。
社
会
や

生
活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に

演
劇
や
演
劇
的
な
も
の
の
考

え
方
が
し
み
込
み
、
新
た
な

地
域
活
力
が
創
出
さ
れ
、
ま

ち
の
魅
力
が
高
ま
る
こ
と
。

演
劇
を
通
じ
た
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン

者
や
関
係
人
口
が
増
え
、
人

口
減
少
緩
和
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。　

問　

学
校
の
統
廃
合
に
配
し

て
い
る
要
件
、
小
中
一
貫
教

育
に
適
し
て
い
る
要
件
に
つ

い
て
考
え
方
を
聞
き
た
い

答　

施
設
一
体
型
小
中
一
貫

教
育
は
、
教
員
が
９
年
間
同

じ
視
点
で
、
し
か
も
継
続

的
、
系
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
よ
っ
て
児
童
生
徒
を
指
導

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
や
、

中
学
校
の
教
員
に
よ
る
小
学

校
で
の
専
門
的
な
授
業
が
可

能
と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、

全
国
的
に
関
心
が
向
け
ら
れ

て
い
る
。
先
進
校
視
察
等
で
、

情
報
収
集
を
行
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
で
検
討
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
状

と
し
て
、
中
学
校
は
小
学
校

に
比
べ
て
、
オ
ー
プ
ン
ス

ク
ー
ル
や
各
種
行
事
等
に
つ

い
て
保
護
者
や
地
域
の
方
の

参
加
が
少
な
い
と
い
う
実
情

が
あ
る
。
こ
れ
が
小
中
一
貫

校
に
な
る
と
、
小
学
生
の
保

護
者
や
家
族
、
地
域
の
方
が

学
校
に
訪
れ
、
子
ど
も
を
通

じ
て
交
流
す
る
機
会
が
増
え

る
等
の
効
果
が
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

問　

高
校
理
数
科
の
受
験
生

が
減
少
し
て
い
る
。
な
に
か

対
策
は
あ
る
の
か

答　

高
校
進
学
後
に
具
体
的

な
方
向
性
を
定
め
よ
う
と
す

る
志
向
が
強
い
た
め
と
考
え

て
い
る
。

答
１
年
で
ま
ち
の
魅
力
が
高
ま
っ
た

豊
岡
市
は
演
劇
の
ま
ち
に
な
っ
た
の
か

■一般質問

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団
上田 　伴子 議員

新風とよおか
木谷　敏勝 議員日頃から議員活動を通じ

市民の声を伺い、職員の
方々との現状把握も理解し
て市政推進の力となる一
般質問を目指す。

議員のひとこと

いよいよ始動した演劇のまち！

小規模でも保育・教育施設は地域の宝
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新
文
化
会
館
整
備

問　

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
や
専

門
職
大
学
建
設
予
定
地
で
の

地
盤
は
、
地
盤
沈
下
の
被
害

に
苦
し
み
、
想
定
以
上
に
事

業
費
が
増
え
る
中
で
、
十
分

な
調
査
が
必
要
だ
が
ど
う
か

答　

近
接
す
る
総
合
体
育
館

の
建
設
時
に
実
施
し
た
地
盤

調
査
デ
ー
タ
で
も
、
豊
岡
盆

地
特
有
の
軟
弱
地
盤
の
存
在

は
想
定
し
て
い
る
。
基
本
設

計
の
中
で
、
杭
等
の
適
切
な

基
礎
工
事
を
施
工
す
る
こ
と

で
対
策
を
講
じ
る
。
工
事
に

か
か
る
費
用
増
大
も
心
配
だ

が
、
今
後
で
き
る
限
り
全
体

事
業
費
を
抑
制
し
創
意
工
夫

に
努
め
る
。

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
整
備

問　

不
同
沈
下
発
覚
後
の
、

再
設
計
の
入
札
が
、
１
回
目

２
回
目
と
不
調
の
た
め
、
３

回
目
の
入
札
後
に
よ
る
、
建

造
物
撤
去
が
こ
の
度
終
了
し

た
が
当
初
計
画
か
ら
大
き
く

ス
ペ
ー
ス
が
縮
小
さ
れ
た
。

移
転
後
の
場
所
で
現
在
の
機

能
が
維
持
で
き
る
の
か　
　
　
　
　

答　

こ
の
事
業
の
ス
タ
ー
ト

は
２
０
１
６
年
３
月
議
会
で

の
請
願
書
採
択
だ
が
、
節
目

で
市
議
会
へ
説
明
し
、
学
院

側
と
も
随
時
調
整
を
繰
り
返

し
た
。
利
用
計
画
が
検
討
段

階
で
あ
り
、
市
民
に
広
く
情

報
発
信
で
き
て
い
な
い
状
況

が
あ
る
。
生
き
が
い
創
造
学

院
か
ら
移
転
後
の
学
院
生
の

募
集
内
容
、
女
性
の
就
労
支

援
、
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス

の
利
用
基
準
の
決
定
後
、
市

民
へ
の
周
知
を
図
る
。
延
べ

床
面
積
は
狭
く
な
る
が
、
教

室
２
室
を
複
数
の
講
座
で
供

用
し
、
受
講
者
を
分
け
講
座

の
回
数
を
増
や
す
な
ど
す
る
。

各
教
室
が
運
営
で
き
る
利
用

計
画
を
作
成
す
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

問　

消
費
税
引
き
上
げ
に
続

く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
市
経
済
に
対
す
る
影

響
と
対
策
は
ど
う
か

答　

個
々
の
企
業
の
業
績
悪

化
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
観

光
客
の
激
減
の
３
つ
に
整
理
、

国
の
緊
急
対
策
と
併
わ
せ
て

市
独
自
の
対
策
も
必
要
だ
。

問　

コ
ロ
ナ
恐
慌
に
よ
り
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
観
光
関
係
、

10
年
か
け
て
構
築
し
た
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
が
崩
れ
た
。
豊

岡
市
の
弱
体
化
を
心
配
し
て

い
る
が
ど
う
か

答　

と
ん
で
も
な
い
危
機
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
で

き
る
だ
け
早
く
で
き
る
こ
と

を
し
、
最
も
効
果
の
あ
る
策

を
次
々
と
打
っ
て
い
く
。

幼
保
の
あ
り
方
計
画

問　

但
東
中
学
校
近
く
に
園

と
小
学
校
を
併
設
し
一
貫
教

育
の
要
望
が
あ
る
が
ど
う
か

答　

幼
保
の
計
画
と
小
中
適

正
配
置
と
を
総
合
的
に
検
討

す
る
。

問　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
配
置

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か

答　

よ
く
理
解
で
き
る
。
保

護
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
相

談
、
対
話
を
重
ね
検
討
す
る
。

問　

地
域
と
小
学
校
、
こ
ど

も
園
と
の
強
い
つ
な
が
り
の

継
続
と
い
う
こ
と
に
関
し
て

は
ど
う
考
え
る
の
か

答　

仮
に
就
学
前
施
設
の
再

編
、
統
合
を
推
進
し
た
場
合

で
も
、
地
域
、
小
学
校
、
園

の
交
流
は
地
域
へ
の
愛
着
、

子
ど
も
の
成
長
と
発
達
に
大

い
に
寄
与
し
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

統
合
に
反
対
す
る
場
合

は
ど
う
す
る
の
か

答　

そ
の
状
況
に
よ
り
対
応

を
検
討
す
る
。

問　

認
定
こ
ど
も
園
よ
り
幼

稚
園
を
再
編
し
、
幼
、
小
、

中
の
新
た
な
一
貫
教
育
の
考

え
は
ど
う
か

答　

働
く
保
護
者
に
と
っ
て

就
学
前
の
教
育
、
保
育
の
機

会
の
充
実
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
こ
ど
も
園
を
幼
稚
園
と

保
育
園
に
再
編
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

■一般質問

新風とよおか
土生田　仁志 議員

とよおか市民クラブ
福田　嗣久 議員

長い時間と大切な税金
でつくる、豊岡市の玄関口
に市民の誰もが気軽に利
用できる、憩いの場所
ができるといいな。

議員のひとこと

沈下データは想定の範囲内でしょうか！（総合体育館）

3つの【密】、絶対に避けて（厚生労働省HPから）

答
軟
弱
地
盤
の
存
在
は
想
定
し
て
い
る

軟
弱
な
地
盤
へ
の
対
応
は

答
そ
の
よ
う
な
考
え
は
も
っ
て
い
な
い

緊
急
で
な
い
予
算
を
コ
ロ
ナ
対
策
へ
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問　

小
さ
な
世
界
都
市
と
し

て
、
日
本
入
国
禁
止
と
し
た

国
に
対
し
て
回
復
宣
言
を
し
、

近
年
疎
遠
に
な
っ
て
い
る
海

外
の
姉
妹
都
市
と
の
交
流
も

高
め
て
は
ど
う
か

答　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
終
息
を
機
に
、
あ
る
い
は

終
息
が
見
え
て
き
た
段
階
を

捉
え
て
、
直
ち
に
観
光
客
減

少
を
回
復
す
る
た
め
の
誘
客

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力
に
行

い
た
い
。

　

相
手
が
姉
妹
都
市
で
あ
ろ

う
と
な
か
ろ
う
と
、
ア
メ
リ

カ
全
土
と
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全

土
、
あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
全

土
と
や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
る
。
実
際
、
宿
泊
客
を

見
て
も
、
年
間
１
１
５
万
人

前
後
に
対
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
は
６
万
４
千
人
ほ
ど
。
ま

ず
や
る
べ
き
こ
と
は
国
内

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
そ
し
て
間

髪
を
入
れ
ず
海
外
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
い
う
の
が
順
序
と

考
え
る
。

新
年
度
予
算
へ
の
暖
冬
と

新
型
肺
炎
の
影
響
は

問　

災
害
級
の
状
況
下
で
国

全
体
が
今
後
減
収
す
る
で
あ

ろ
う
中
、
市
の
事
業
計
画
へ

の
影
響
を
ど
う
考
え
る
か

答　

現
時
点
で
は
、
当
初
予

算
で
予
定
す
る
事
業
に
つ
い

て
、
市
税
収
入
減
を
要
因
と

し
て
事
業
を
見
直
し
た
り
、

中
止
す
る
段
階
に
は
な
い
。

　

今
後
予
算
執
行
し
て
い
く

段
階
で
、
平
常
時
型
を
い
か

に
危
機
管
理
型
に
変
え
て
い

く
か
議
論
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
決
定
が
後
年
度
に
ど
う

い
う
影
響
を
与
え
、
何
を
も

た
ら
す
の
か
も
十
分
注
視
し

な
が
ら
判
断
す
る
。
別
途
、

基
金
で
の
対
応
も
あ
わ
せ
て

考
え
て
い
く
。
地
方
交
付
税

制
度
上
は
、
例
え
ば
10
億
円

の
減
収
に
な
っ
た
場
合
、
市

の
収
入
減
は
２
億
５
千
万
円

と
い
う
状
況
な
の
で
、
現
在

の
財
政
調
整
基
金
な
り
で
対

応
不
可
能
で
は
な
い
。

答
誘
客
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
強
力
に
行
う

新
型
肺
炎
終
息
後
、
ま
ず
何
を
行
う

問　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
、
現

在
７
３
９
自
治
体
が
参
加
し
、

対
象
人
口
は
１
億
人
を
超
え
、

国
民
シ
ェ
ア
は
８
割
を
占
め

る
ま
で
進
ん
で
い
る
。
県
内

で
も
29
市
中
24
市
が
参
加
し
、

新
年
度
か
ら
朝
来
市
も
参
加

す
る
と
聞
く
。
豊
岡
市
民
だ

け
が
利
用
で
き
な
い
こ
と
は

市
民
に
と
っ
て
不
幸
で
あ
る
。

ぜ
ひ
実
現
を
し
て
は
ど
う
か

答　

導
入
費
用
が
１
５
０
０

万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

で
毎
年
６
７
３
万
円
程
度
の

費
用
が
必
要
と
な
り
費
用
対

効
果
は
見
込
め
な
い
も
の
と

考
え
る
。

問　

行
財
政
改
革
を
目
指
す

中
で
コ
ン
ビ
ニ
交
付
こ
そ
が

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
業
務
効

率
化
と
考
え
る
が
ど
う
か

答　

今
、
具
体
的
に
紹
介
で

き
る
も
の
は
な
い
が
、
他
の

自
治
体
で
は
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
自
宅
で
申

請
さ
れ
、
自
宅
に
郵
送
さ
れ

る
、
と
い
っ
た
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
も
始
ま
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
投

資
対
効
果
を
し
っ
か
り
と
見

き
わ
め
な
が
ら
や
っ
て
い
き

た
い
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化

問　

豊
岡
１
９
２
５
ま
ち
な

か
交
流
館
は
、
お
菓
子
を
題

材
に
し
た
街
づ
く
り
や
賑
わ

い
の
拠
点
と
な
り
え
て
い
る

の
か

答　

ま
だ
お
菓
子
の
館
と
し

て
の
機
能
を
十
分
に
果
た
せ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ

 

の
状
況
を
改
善
す
べ
く
、
昨

年
、
管
理
者
で
あ
る
一
般
社

団
法
人
ノ
オ
ト
に
対
し
て
、

お
菓
子
で
に
ぎ
わ
い
を
つ
く

り
出
す
た
め
の
次
期
５
か
年

計
画
を
求
め
た
。

答
費
用
対
効
果
は
見
込
め
な
い

証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
実
施
を

■一般質問

新風とよおか
清水　　寛 議員

とよおか市民クラブ
伊藤　　仁 議員

便利なツールを市長の
こだわりや思いで、豊岡
市民がとり残されていく
ことは市民にとって不

幸である。

議員のひとこと

豊岡１９２５がお菓子
の館だとは思えない。
撤退か突き進むのか、
はっきりしていただ

きたい。

議員のひとこと

こういう事態だから
こそこれまでの「縁」
も生かすべきだと

思う。

議員のひとこと

お菓子の館？？？（豊岡1925）

暖冬が普通とすれば雪のない冬の集客対策が急務！
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問　

副
市
長
二
人
制
か
ら
10

年
が
経
過
し
た
。
当
時
、
議

会
で
は
か
な
り
の
議
論
が
行

わ
れ
た
。
時
と
し
て
公
募
に

よ
る
も
の
や
民
間
か
ら
の
起

用
が
あ
っ
た
。
二
人
制
に
対

す
る
意
義
と
目
的
と
は
。
そ

の
結
果
は
。
二
人
の
役
割
分

担
な
ど
う
ま
く
機
能
し
て
い

る
か
。
市
長
は
突
き
抜
け
て

い
く
が
時
に
は
ブ
レ
ー
キ
と

な
り
又
時
に
は
前
に
立
ち
は

だ
か
る
こ
と
も
あ
る
の
か

答　

収
入
役
廃
止
に
伴
い
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
機

能
を
維
持
・
強
化
す
る
た
め

二
人
制
を
採
用
し
た
。
市
長

の
意
思
決
定
前
に
各
部
局
と

問
題
を
整
理
、
選
択
肢
を
洗

い
出
す
役
割
を
し
て
い
る
。

森
田
副
市
長
は
行
政
経
験
を

生
か
し
政
策
調
整
・
総
務
・

健
康
福
祉
部
等
を
担
当
。
又

職
員
事
情
に
精
通
し
て
い
る

の
で
人
事
担
当
で
腕
を
振

る
っ
て
い
る
。
前
野
副
市
長

は
民
間
企
業
の
経
験
を
生
か

し
環
境
経
済
・
上
下
水
道
部
、

三
セ
ク
指
定
管
理
者
へ
の
経

営
全
般
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

を
担
当
。
各
種
補
助
金
に
つ

い
て
各
部
署
と
の
設
計
や
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い

る
。
結
果
、
最
終
的
な
意
思

決
定
に
至
る
ま
で
の
政
策
形

成
上
の
質
の
向
上
で
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
市
の
ト
ッ
プ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
充
実
し
て
い
る
。

予
算
編
成
に
お
い
て
は
市
長

査
定
前
の
副
市
長
査
定
で
相

当
厳
し
く
物
事
が
整
理
さ
れ

時
間
短
縮
が
実
行
さ
れ
、
市

内
さ
ま
ざ
ま
な
会
合
へ
の
出

席
も
二
人
制
は
有
効
に
機
能

し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自

己
評
価
点
は
、
ギ
リ
ギ
リ
の

６
点（
森
田
）。
６
点
と
い
う

と
こ
ろ
で（
前
野
）。

問　

２
０
３
０
年
を
見
据
え

た
行
動
の
10
年
と
提
唱
さ
れ

た
開
発
目
標
に
対
し
て
、
本

市
の
今
後
10
年
の
取
り
組
み

は
ど
う
か

答　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
た
ま
ち
づ
く
り
は
、
非

常
に
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

市
で
も
こ
れ
ま
で
か
ら
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
や

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
の
解

消
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ゴ
ー
ル
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
も
基
本
構
想
や
地
方
創
生

総
合
戦
略
、
各
種
計
画
等
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
。

問　

子
ど
も
た
ち
へ
の
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
教
育
は
ど
う
か

答　

新
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
、
持
続
可
能
な
社
会
の

作
り
手
の
育
成
が
掲
げ
ら
れ
、

各
教
科
に
お
い
て
関
連
す
る

内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
地

球
環
境
を
保
ち
持
続
可
能
な

社
会
を
つ
く
る
観
点
か
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
自
分
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
主
体
的

に
行
動
す
る
力
の
育
成
は
大

変
重
要
。
現
在
、
但
東
中
学

校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
取
り
入
れ
た
「
ふ
る
さ
と

学
習
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
、
実
践
を
参
考
に
し
な

が
ら
取
り
組
み
を
進
め
る
。

未
就
学
児
の
事
故
防
止

問　

保
育
施
設
の
周
辺
道
路

に
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
整
備
は

ど
う
か

答　

昨
年
11
月
に
、
国
か
ら

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
設
定
の
推
進

に
つ
い
て
通
知
が
あ
っ
た
。

保
育
施
設
周
辺
の
危
険
箇
所

は
、
昨
年
９
月
に
実
施
し
た

緊
急
安
全
点
検
で
確
認
し
て

い
る
。
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設

定
に
つ
い
て
は
、
他
の
自
治

体
の
事
例
も
参
考
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

障
害
者
と
そ
の
家
族
に

経
済
的
な
負
担
を
軽
く

問　

障
害
者
手
帳
な
ど
更
新

に
必
要
な
診
断
書
の
取
得
費

助
成
は
ど
う
か

答　

社
会
保
障
費
が
増
え
続

け
る
現
状
か
ら
、
何
と
か
自

己
負
担
で
お
願
い
し
た
い
。

■一般質問

とよおか市民クラブ
椿野　仁司 議員

豊岡市議会公明党
芦田　竹彦 議員

コロナコロナで全世界が大
変な状況下にあります。形のな
い先の見えない敵にどう立ち向かう
のか人類が試されています。

「へこたれずに、負けないで」大切
なものを見失わないように強い
心でこの苦難を乗り越えま

しょう。

議員のひとこと

１７の目標と１６９のターゲット全ての人が共有！

副市長二人制だからこその働きを…

答
森
田
副
市
長
６
点　

前
野
副
市
長
６
点

副
市
長
の
自
己
評
価
は
10
点
中
何
点
？

答
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
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幼
児
教
育
・
保
育
及
び

放
課
後
児
童
の
あ
り
方

問　

教
育
委
員
会
と
し
て
、

確
定
し
て
い
な
い
答
申
の
も

と
本
当
に
私
立
園
に
任
せ
て
、

公
立
幼
稚
園
等
を
な
く
し
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
、
市

は
、
幼
児
保
育
を
放
棄
す
る

と
な
る
が

答　

再
編
を
し
て
こ
ど
も
園

に
移
行
す
る
が
、
公
立
園
も

残
る
。

問　

ど
れ
く
ら
い
残
る
予
定

な
の
か

答　

公
立
園
は
５
園
残
る
。

問　

現
段
階
で
公
立
園
は
い

く
ら
あ
る
か

答　

今
、
19
園
で
あ
る
。

問　

ほ
と
ん
ど
公
立
園
は
な

く
な
る
が
、
そ
れ
で
い
い
の

か答　

私
立
で
い
い
の
か
、
と

い
う
意
見
も
た
く
さ
ん
い
た

だ
い
た
が
、
私
立
園
が
劣
っ

て
い
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

新
文
化
会
館
整
備

問　

今
回
示
さ
れ
た
新
文
化

会
館
の
価
格
が
約
56
億
円
、

２
０
２
５
〜
６
５
年
で
、
総

経
費
が
１
２
３
億
円
か
か
る

と
想
定
し
て
い
る
が
、
財
政

は
耐
え
れ
る
の
か

答　

耐
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、

そ
も
そ
も
市
は
持
た
な
い
。

問　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
か
ら
将
来
の
子
ど
も
た
ち

や
次
世
代
に
負
担
が
大
き
す

ぎ
る
場
合
、
方
向
転
換
を
含

め
た
変
更
は
考
え
ら
れ
る
の

か答　

で
き
る
だ
け
安
く
つ
く

れ
よ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

そ
れ
は
当
然
そ
の
よ
う
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

答
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
全
力
で
取
り
組
む

但
馬
空
港
滑
走
路
延
長
は
い
つ
か

問　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使

い
道
は
、
豊
岡
市
と
し
て
独

自
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
理
解
し
て
よ
い
か

答　

ほ
か
の
ま
ち
で
や
っ
て

い
る
内
容
で
は
な
く
、
豊
岡

市
に
し
か
で
き
な
い
譲
与
税

の
使
い
道
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

問　

提
案
と
し
て
、
森
林
環

境
譲
与
税
で
城
崎
、
出
石
、

神
鍋
な
ど
、
観
光
地
に
隣
接

す
る
山
を
整
備
し
、
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
活
用

で
き
な
い
か　
　

答　

観
光
地
の
背
後
に
あ
る

山
林
と
い
う
の
は
、
非
常
に

大
切
な
要
素
だ
と
い
う
認
識

で
い
る
。
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
検
討
し
て
い
く
よ
う
に
、

指
摘
を
し
っ
か
り
と
承
っ
て

お
き
た
い
。

問　

人
材
育
成
や
民
間
業
者

の
育
成
と
い
う
こ
と
も
大
切

な
役
割
に
な
っ
て
く
る
と
考

え
る
が

答　

人
材
育
成
や
組
織
の
育

成
は
大
切
な
目
的
だ
と
考
え

て
い
る
。
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
の

中
で
の
検
討
材
料
と
し
て
い

き
た
い
。　

問　

日
本
語
能
力
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
十
分

で
な
い
外
国
人
生
徒
に
対
す

る
高
校
特
別
選
抜
枠
が
、
定

住
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
大
切
な
環
境
の
一
つ
で

は
な
い
か

答　

生
徒
、
あ
る
い
は
保
護

者
の
支
援
を
さ
れ
て
い
る
団

体
の
方
か
ら
情
報
提
供
を
い

た
だ
き
、
県
教
育
委
員
会
に

要
望
す
る
な
ど
の
対
応
を
検

討
し
た
い
。

問　

地
域
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
市
内
か
ば
ん
産
業
、

今
後
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に

産
業
振
興
を
図
っ
て
い
く
の

か答　

豊
岡
か
ば
ん
の
販
路
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
の
な

か
、
県
の
補
助
は
国
内
市
場

の
開
拓
に
、
国
か
ら
の
補
助

は
海
外
販
路
の
開
拓
に
用
い

ら
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、

地
場
産
業
振
興
の
観
点
か
ら
、

こ
う
し
た
動
き
に
合
わ
せ
て

支
援
を
し
た
い
。

答
非
常
に
大
切
な
要
素
だ
と
い
う
認
識
だ

観
光
地
に
隣
接
す
る
山
の
整
備
を

新風とよおか
田中　藤一郎 議員

新風とよおか
岡本　昭治 議員担当部署からの答

弁内容、今後の実施
状況を注視してい

きたい。

議員のひとこと

観光地、山の整備で魅力アップ

このままだと市としての幼児
教育の責務は放棄され、今後そ
のような教育の考え方では地域
の子どもたちに対して不安

で仕方がない。

議員のひとこと

次世代の方に大きな負
担にならぬように今後も提
出される計画をしっかりと監
視をして、ダメなものは

ダメとしていき
たい。　

議員のひとこと

公立幼稚園の危機が迫っている！

■一般質問
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「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」を

問　

現
在
の
地
球
環
境
は
豪

雨
、
大
洪
水
、
大
規
模
火
災
、

干
ば
つ
な
ど
、
大
き
く
悪
化

し
て
い
る
。
太
西
洋
を
ヨ
ッ

ト
で
渡
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

の
少
女
グ
レ
タ
さ
ん
の
働
き

も
あ
り
、
自
治
体
な
ど
「
気

候
非
常
事
態
宣
言
」
す
る
行

動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
世
界

で
は
１
０
０
０
を
超
え
る
自

治
体
が
宣
言
し
、
日
本
で
は

15
の
自
治
体
が
宣
言
し
て
い

る
。
環
境
を
重
視
す
る
豊
岡

市
も
宣
言
す
る
べ
き
で
は
な

い
か

答　

気
候
非
常
事
態
宣
言
に

は
対
策
と
覚
悟
が
必
要
だ
。

新
年
度
の
検
討
に
な
る
が
、

何
が
で
き
る
か
な
ど
踏
ま
え

判
断
し
た
い
。

若
者
定
着
化
に
支
援
を

問　

市
内
の
高
等
学
校
を
卒

業
す
る
生
徒

数
は
過
去
３

年
平
均
７
７

５
人
。
う
ち

就
職
は
１
７

４
人
で
地
元

企
業
へ
の
就

職
数
は
57
人

と
少
な
い
。

こ
れ
を
増
や
す
た
め
の
支
援

策
は

答　

地
元
企
業
の
情
報
を
パ

ン
フ
化
、
就
職
希
望
者
に
紹

介
し
て
い
る
。

　

但
馬
技
術
大
学
校
が
推
薦

す
る
学
生
に
２
年
次
の
授
業

料
支
援
を
し
て
い
る
。

問　

就
職
を
目
指
す
学
生
は

市
内
企
業
の
情
報
を
十
分
把

握
し
て
い
る
の
か

答　

出
石
高
校
で
は
市
が
バ

ス
代
を
助
成
し
企
業
回
り
を

し
て
い
る
。
総
合
高
校
は
体

育
館
で
企
業
か
ら
直
接
説
明

を
受
け
て
い
る
。

問　

地
元
で
の
就
職
を
願
う

声
は
多
い
。
卒
業
生
が
「
地

元
で
頑
張
っ
て
み
よ
う
」
と

い
う
気
に
な
る
施
策
は
考
え

ら
れ
な
い
か

答　

出
て
行
っ
た
人
た
ち
を

い
か
に
帰
す
か
。
地
元
で
働

き
た
い
。
自
ら
も
起
業
で
き

る
場
所
に
し
て
い
く
こ
と
に

注
力
し
て
き
た
。

　

豊
岡
か
ら
出
て
い
く
前
に

手
が
打
て
な
い
か
も
大
事
だ
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に

残
っ
て
も
ら
え
る
ま
ち
に
変

え
て
い
き
た
い
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
は
、
過
去
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
事
態
に
陥
る
恐

れ
が
あ
る
。
国
内
、
世
界
が

異
常
な
状
態
に
な
り
つ
つ
あ

る
中
で
、今
回
の
質
問
は
、た

と
え
決
定
さ
れ
て
い
る
計
画

で
あ
っ
て
も
、
少
し
立
ち
止

ま
っ
て
考
え
て
は
ど
う
か
と

い
う
認
識
に
基
づ
い
て
い
る
。

　

脆
弱
な
財
政
構
造
を
市
が

認
識
し
て
い
る
上
に
、
歳
入

予
算
に
想
定
で
き
な
い
よ
う

な
影
響
が
生
じ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
る
中
に
あ
っ
て
も
、

今
年
度
以
降
も
多
額
の
費
用

を
要
す
る
新
文
化
会
館
や
生

涯
学
習
サ
ロ
ン
の
整
備
を
進

め
る
か
、
延
期
や
凍
結
、
変

更
な
ど
は
考
え
て
い
な
い
か

答　

一
度
踏
み
と
ど
ま
っ
て

検
討
す
る
と
い
う
観
点
は
、

当
然
の
こ
と
と
考
え
て
お
り
、

検
討
す
る
機
会
だ
と
思
う
。

　

生
涯
学
習
サ
ロ
ン
は
、
不

同
沈
下
で
オ
ー
プ
ン
が
ず
れ

た
が
、
さ
ら
に
遅
ら
せ
る
と
、

生
き
が
い
創
造
学
院
の
方
々

に
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
。

脆
弱
だ
が
、
こ
れ
を
止
め
な

け
れ
ば
市
の
財
政
が
危
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

　

新
文
化
会
館
は
、
厳
し
い

財
政
状
況
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
加
わ
っ
て
、
56
億
円
と

い
う
額
が
議
論
に
な
っ
て
い

る
。
で
き
る
限
り
下
げ
る
努

力
は
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

公
共
ホ
ー
ル
と
い
う
文
化
的

な
社
会
資
本
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
共
通
の
理
解
な
ど
、

十
分
説
明
で
き
て
い
な
か
っ

た
部
分
が
あ
っ
た
。
座
席
数

は
議
会
と
よ
く
相
談
し
た
上

で
決
め
た
い
。
基
本
構
想
の

際
、
多
く
の
方
々
の
意
見
を

聞
い
て
お
り
、
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
の
反
対
運
動
の
方
々
も
一

緒
に
議
論
を
進
め
て
き
た
。

　

財
政
状
況
を
心
配
す
る
市

民
も
い
る
が
、
市
民
会
館
に

思
い
を
込
め
る
方
々
も
あ
る
。

改
め
て
総
合
的
な
判
断
を
す

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

日本共産党・あおぞら豊岡市会議員団
奥村　忠俊 議員

とよおか市民クラブ
松井　正志 議員 周辺地域では公共施設

の廃止を前提に懇談会がは
じまる。箱ものより、人の暮
らしや地域経済を優先す
る姿勢を持つべき。

議員のひとこと

日本経済の減速とともに市の歳入への影響が懸念される

手
を
広
げ
て
地
元
企
業
は
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
！

答
市
と
し
て
可
能
性
を
踏
ま
え
判
断
す
る

「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
し
て
は

答
改
め
て
総
合
的
な
判
断
も
考
え
た
い

新
文
化
会
館
の
延
期
や
変
更
は
な
い
か

■一般質問
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請
願
趣
旨

　

豊
岡
市
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認
定

こ
ど
も
園
の
統
合
計
画
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
（
学
童
保
育
所
）、
小
学
校
区

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
幸
せ

と
市
民
の
く
ら
し
の
向
上
の
た
め
、
次

の
事
項
を
実
現
す
る
よ
う
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

①
小
学
校
区
ご
と
の
す
べ
て
の
住
民
の

理
解
と
合
意
を
も
と
に
計
画
方
針
を

決
め
る
こ
と
。

②
計
画
方
針
を
決
め
る
期
限
を
設
け
ず
、

地
域
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
小
学
校

区
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
時
期
に

計
画
方
針
を
決
め
る
こ
と
。

文
教
民
生
委
員
長
報
告
要
旨

　

不
採
択
の
立
場
か
ら
、「『
小
学
校
区

ご
と
の
す
べ
て
の
住
民
の
理
解
と
合

意
』
を
も
と
に
、『
計
画
方
針
を
決
め
る

期
限
を
設
け
ず
』
計
画
方
針
を
決
定
す

る
こ
と
は
理
想
で
は
あ
る
が
、
現
実
的

に
は
困
難
、
か
つ
多
く
の
時
間
を
費
や

す
こ
と
と
な
る
。
速
や
か
な
対
応
を
願

う
保
護
者
の
希
望
や
、
当
事
者
で
あ
る

子
ど
も
に
寄
り
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
と

は
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
ま
た
、
全
体

計
画
の
策
定
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り

か
ね
な
い
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
採
択
の
立
場
か
ら
、「
市
内

６
会
場
で
開
催
さ
れ
た
市
民
説
明
会
に

お
い
て
『
地
域
を
分
け
て
丁
寧
に
説
明

し
、
住
民
の
意
見
を
聞
く
べ
き
だ
。』

と
の
多
く
の
声
が
出
さ
れ
た
。
地
域
の

実
状
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ

る
中
、
計
画
策
定
に
期
限
を
設
け
る
こ

と
に
よ
り
意
見
や
要
望
が
制
約
さ
れ
、

お
ろ
そ
か
に
な
り
か
ね
な
い
。」
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

意見書・請願・陳情

請　

願

意
見
書

陳　

情

陳
情
趣
旨

　

厚
生
労
働
省
が
病
床
削
減
の
た
め

「
再
編
統
合
」
の
再
検
討
を
促
す
と
し

て
日
高
・
出
石
医
療
セ
ン
タ
ー
を
含
む

４
２
４
の
公
立
・
公
的
病
院
を
公
表
し

た
こ
と
に
伴
い
、
次
の
内
容
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

①
国
の
病
床
削
減
、「
再
編
統
合
」
再

検
討
の
方
針
に
反
対
の
意
思
を
表
明

し
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合
に
は
、
病

床
削
減
、「
再
編
統
合
」
再
検
討
を

し
な
い
よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

②
大
学
医
学
部
の
定
数
を
増
や
す
な
ど

医
師
不
足
解
消
の
た
め
に
国
が
責
任

を
も
つ
よ
う
働
き
か
け
て
ほ
し
い
。

③
救
急
や
周
産
期
医
療
な
ど
広
域
的
な

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
・
県
立
病
院

に
準
じ
た
財
政
支
援
を
要
請
し
て
ほ

し
い
。

文
教
民
生
委
員
長
報
告
要
旨

　

不
採
択
の
立
場
か
ら
、「
陳
情
趣
旨

①
に
つ
い
て
、
医
療
提
供
体
制
、
診
療

機
能
を
人
口
減
少
な
ど
地
域
の
実
状
に

応
じ
て
見
直
す
こ
と
も
当
然
必
要
な
観

点
で
あ
り
、
必
要
に
応
じ
地
域
医
療
構

想
会
議
等
の
場
で
し
っ
か
り
と
議
論
を

尽
く
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

一
方
、
採
択
の
立
場
か
ら
、「
地
域

の
実
状
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
く
唐
突

に
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
大

変
遺
憾
に
感
じ

る
。
陳
情
趣
旨

は
も
っ
と
も
で

あ
る
。」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

陳　

情

＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊
・
＊

賛成少数不採択
請
願
第
１
号　

子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
豊
岡
市
民
の

要
望（
請
願
署
名
）

提
出
者　

豊
岡
子
ど
も
の
幸
せ
を
願
う
会

代
表 　

足  

立　

美
都
子　

ほ
か
１
１
３
３
名

全会
一致

可決
指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意

見
書

みなし採択
陳
情
第
２
号　

指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
で
「
軽

症
」
と
さ
れ
た
難
病
患
者
を
助
成
対
象
に
戻
す
た

め
国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
こ
と
に
関
す
る

陳
情

提
出
者　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
但
馬
支
部

支
部
長　

谷　

垣　

正　

人

賛成少数

不採択

令
和
元
年
陳
情
第
３
号　

公
立
豊
岡
病
院
組
合
内

病
院
の
充
実
に
関
す
る
陳
情
に
つ
い
て

提
出
者　

地
域
医
療
を
ま
も
る
但
馬
の
会

代
表 　

西　

垣　
　
　

栄

意
見
書
趣
旨

　

国
に
対
し
、
指
定
難
病
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
、
重
症
度
基
準
に
よ
る
選
別
を

や
め
、「
軽
症
」
者
を
含
め
た
全
て
の
指
定
難
病
患
者
を
同
助
成
の
対
象
と
す
る
こ
と
。



■
防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

３
月
2４
日（
火
）

治
水
対
策
事
業
に
つ
い
て

① 

円
山
川
下
流
堤
防
強
化
箇
所　
　
　

（
赤
石
）

　

緊
急
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

る
堤
防
強
化
工
事
は
、
裏
法
尻
を
ブ

ロ
ッ
ク
等
で
補
強
し
、
万
一
越
水
し

た
場
合
に
は
「
深
掘
れ
」
の
進
行
を

遅
ら
せ
、
逃
げ
る
時
間
を
少
し
で
も

延
ば
す
た
め
の
工
事
で
あ
る
。（
出

石
川
や
奈
佐
川
で
も
実
施
さ
れ
て
い

る
。）

② 

ひ
の
そ
他
地
区
パ
ラ
ペ
ッ
ト
工
事

（
城
崎
町
来
日
）

　

円
山
川
下
流
部
無
堤
防
対
策
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ひ
の
そ
他
地

区
で
は
、
２
０
１
９
年
度
ま
で
に
パ

ラ
ペ
ッ
ト
工
事
や
宮
代
川
樋
門
を

中
心
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

２
０
２
０
年
度
か
ら
は
、
来
日
橋
の

架
け
替
え
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

③ 

奈
佐
川
災
害
復
旧
箇
所　

（
福
田
）

　

当
箇
所
は
、
２
０
１
９
年
７
月
豪

雨
時
に
堤
防
の
漏
水
が
発
見
さ
れ
、

消
防
団
お
よ
び
自
警
団
が
、
「
月
の

輪
工
」
に
よ
る
水
防
を
実
施
し
被
害

を
く
い
止
め
た
箇
所
で
あ
る
。

　

現
在
、
ブ
ロ
ッ
ク
張
お
よ
び
か
ご

マ
ッ
ト
工
な
ど
の
災
害
復
旧
工
事
に

よ
り
、
安
全
・
安
心
度
が
増
し
た
箇

所
と
な
っ
た
。

福田地内ブロック張復旧箇所

5月 22日㈮
 23日㈯
 24日㈰
 25日㈪
 26日㈫
 27日㈬
 28日㈭
 29日㈮
 30日㈯
 31日㈰
6月 1日㈪
 2日㈫
 3日㈬
 4日㈭
 5日㈮
 6日㈯
 7日㈰
 8日㈪
 9日㈫

議会運営委員会

定例会（開会日）

通告締切（正午）

一般質問
一般質問

５
月
29
日
㈮　

９
時
30
分
開
会

【
開
催
時
間
な
ど
の
ご
案
内
】

定
例
会
は
、市
の
議
場
で
開
催
し
ま
す
。

※

１　

一
般
質
問
終
了
後

※

２　
９
時
30
分
か
ら
、総
務・文
教
民
生・建
設
経
済
委
員
会
／
分
科
会

※

３　
９
時
30
分
か
ら
、人
口
減
少
対
策
等
調
査・防
災
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

13
時
か
ら
、予
算
決
算
委
員
会

　
　
　

予
算
決
算
委
員
会
終
了
後
、議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

【
傍
聴
に
つ
い
て
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
、極
力
、豊
岡
市
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
審
議
の
よ
う
す
を
生
中
継
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

■
問
合
せ
／
豊
岡
市
議
会
事
務
局
☎
０
７
９
６

－

 

－

１
１
１
９

6月 10日㈬
 11日㈭
 12日㈮
 13日㈯
 14日㈰
 15日㈪
 16日㈫
 17日㈬
 18日㈭
 19日㈮
 20日㈯
 21日㈰
 22日㈪
 23日㈫
 24日㈬
 25日㈭
 26日㈮

一般質問
一般質問、予算決算委員会審査※1

委員会審査（常任委員会）／分科会審査※2

委員会審査（特別委員会）・予算決算委員会審査※3

議会運営委員会
定例会（閉会日）

６
月
定
例
会
の
お
知
ら
せ

（
５
月
29
日
〜
６
月
25
日
開
催
予
定
）

23

右岸堤防

栃江橋

奈佐川

赤石地内堤防裏法尻補強箇所

来日川合流部工事状況

円山川右岸堤防

円山川

堤防裏法尻補強ブロック
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公共施設使用料等の見直し
各施設管理の効率化を図り経費削減に努

め、使用料等に反映するとともに、利用者減少
を招かないよう、利用者サービスの維持向上を
目指すこと。 （建設経済委員会）

＜まちなか交流館＞
　使用料（宿泊室）の改正について指定

管理者と協議の場を持ち、使用料変更に当たっ
ては事前周知を図るとともに、利用者のさらな
る利便性向上に努力するよう求めた。
 （環境経済課）
＜城崎国際アートセンター＞
　使用料の改正に当たっては事前周知を図ると
ともに、さらなる施設管理の効率化に努め、利
用者サービスの維持向上を目指す。
 （大交流課）
＜森林公園＞
　さらなる施設管理の効率化に努め、利用者
サービスの維持向上を目指すため指定管理者と
協議していく。 （農林水産課）

＜市営駐車場＞
　市営中央駐車場管理の効率化を図り経費削減
に努め、利用者の減少とならないよう、サービ
スの維持向上に努める。 （都市整備課）

＜城崎麦わら細工伝承館＞
＜城崎温泉交流センター＞
＜城崎文芸館＞＜木屋町小路＞
　指定管理者に対し、施設管理の効率化等によ
り経費節減に努めること、使用料等の改定に当
たっては、丁寧な事前周知を行うとともに、利
用者の理解を得られるようサービスの向上に努
めることを要請した。 （城崎　地域振興課）

＜竹野北前館＞
＜椒地域ふるさと生きがいセンター＞
＜竹野子ども体験村＞
　指定管理者に対し、施設管理の効率化等によ
り経費節減に努めること、使用料等の改定に当
たっては、丁寧な事前周知を行うとともに、利
用者の理解を得られるようサービスの向上に努
めることを要請した。
　また、施設利用料金の改定に当たっては、十
分に事前の協議を行うことを要請した。
 （竹野　地域振興課）

＜日高農林漁業体験実習館＞
＜湯の原温泉オートキャンプ場>
＜神鍋高原観光施設＞＜神鍋温泉ゆとろぎ＞
　各指定管理者に対し、施設管理の効率化によ
り常に経費節減に努め、一層の利用者サービス
の維持向上を目指すよう要請した。
　利用料の改定に当たっては、サービスに見
合った料金改定であるかも含めて十分に検討を
行うよう要請した。 （日高　地域振興課）

＜農林産物加工研修施設＞
＜そば乾燥調製貯蔵施設＞
＜但東シルク温泉やまびこ＞
＜たんたん温泉福寿の湯＞
　指定管理者に対し、継続して施設管理の効率
化等により経費節減に努めること、使用料等の
改定に当たっては、利用者の理解を得られるよ
うサービスの向上に努めるとともに丁寧な事前
周知を行うことを要請した。
　さらに限度額に基づく利用料金改定について
は、事前の協議を十分に行うことを合わせて要
請した。 （但東　地域振興課）

新文化会館整備事業
総事業費約56億円という多額な予算を投じる事業

である。
　公共施設マネジメント推進に鑑み、整備手法の検討と
併せ、将来世代に大きな負担を残すことのないよう財政
負担の軽減を図り、将来にわたるランニングコスト等に
ついて、十分検証を行ったうえで事業を進められたい。
　また、市民に広く愛され活用される施設とするために、
事業進捗における節目において、市民に対しきめ細かな
報告、情報公開に努められたい。 （予算決算委員会）

　新しい文化会館の整備に当たっ
ては、整備手法の検討に併せて、

ライフサイクルコストに優れた経済性の
高いデザインを踏まえた整備に努めたい。
　整備状況についても、市ホームページ
の活用や市民説明会の開催など、適宜、
進捗状況の報告を行っていきたい。
 （新文化会館整備推進室）
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　常任委員会や特別委員会は、議案などを審査し、その可否を決定します。その審査の過程で、市当
局に対して意見や要望を付すことができます。
　それに対して、市当局は指摘の内容が妥当であるか、要望が実現できるかなどを検討し、次の定例
会の際、報告することになっています。
　これは、議会でまとめられた意見が、単に一方的なもので終わってしまわないよう、市当局と議会
が議論のキャッチボールをしながら市政運営を行っている取り組みの一端です。

損害賠償
公用車の運転については、常々、議会か

らも安全運転指導の徹底を要望してきたところ
である。
　今般、職員が人身事故を起こしたことは、誠
に遺憾であると言わざるを得ない。
　前方不注意、信号無視が原因による、市の過
失割合が10割の重大な交通事故であり、事故に
ついては、損害を賠償すれば済むというもので
はない。
　運転に対する認識や技能の向上はもとより、
人を傷つけることの意味についても再認識させ
るなど、安全運転管理者が核となり、職員教育
の徹底を図られたい。
　今後は、全職員が、常に危機管理意識を持ち、
交通事故撲滅に最善を期されたい。
 （文教民生委員会）

　課員に対し、引き続き安全運転の徹底
を図っていく。 （生涯学習課）

　公用車の事故が無くならない現状を重く受け
止め、各所属において、運転前の免許証携帯確
認を徹底し、都度の安全運転の意識付けを行う
とともに、安全運転標語等を活用した意識啓発
にも積極的に取り組むよう促した。
　また、事故を起した職員に対しては、新たな
取り組みとして、自書による「反省文」を作成
し、所属長のコメントを添えて提出させること
とし、再発防止に努めている。
　今後も引き続き、各所属長、安全運転管理者
が中心となり、交通事故撲滅に向けた取り組み
を進めていきたい。 （総務課）

小中学校の適正規模・適正配置
さまざまな立場の目線で公平・公正であ

り、地域の実状、実態をしっかり組み込んだ、
子どもにとっても、保護者にとっても、地域に
とっても「夢のある」統合・再編となるよう最
善の努力を図られたい。 （文教民生委員会）

　2020年２月３日に第１回審議会会議
を開催し、委員の任命、正副会長選任、

諮問を行った。
　審議会による審議では、学校現場の視察や地
域との意見交換などを踏まえながら、さまざま
な立場からさまざまな可能性について議論いた
だき、答申をいただくこととしている。
　審議会から答申を受けた後も、地域の方々や
保護者へ十分に説明を行い、理解や協力を得な
がら、小中学校の適正規模・適正配置について
の計画を策定することとしている。
 （教育総務課）

出石温泉館　乙女の湯
新しい事業であり成功を期待する。また、

事業者および地元との調整を図り、適正な運営
がなされるよう今後も注視されたい。
 （建設経済委員会）

　随時、事業者および地元との調整をす
すめており、今後も適正な運営がなされ

るよう情報交換を図り適正な運営となるよう調
整していく。 （出石　地域振興課）

12月定例会の
委員会審査における委員会意見と回答
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▶
今
年
度
最
初
の
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

▶
「
議
会
で
何
を
議
論
し
て
い
る
の
か
」
「
議
員
は
何

を
し
て
い
る
の
か
」
全
て
を
お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
議
会
と
し
て
も
、
工
夫
し
な
が
ら

「
伝
え
る
」
努
力
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
親
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
紙
面
作
成
に
当
た
り
、
ご
協
力
い

た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
改
め
て
お

礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

（
い
し
づ
　
ひ
と
み
）

▶
今
号
か
ら
一
般
質
問
を
終
え
て
議
員
の
感
想
や
質
問

で
は
言
え
な
か
っ
た
思
い
を
「
議
員
の
ひ
と
こ
と
」
と

い
う
コ
ー
ナ
ー
で
表
現
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
よ
り

議
場
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
趣
旨
と
、
議

員
の
心
の
声
を
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▶
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
っ
て
お
り
、
史
上
初
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
こ
の
危
機
に
立
ち
向
か
っ

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
行
動

が
重
要
で
す
。
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

 
（
た
け
な
か
　
さ
と
る
）

編
集
後
記

委
員
長
　
上
田
　
伴
子

副
委
員
長
　
岡
本
　
昭
治

委
　
　
員
　
石
津
　
一
美

　
　〃

　　
　
竹
中
　
　
理

委
　
員
　
田
中
藤
一
郎

　
〃
　
　
椿
野
　
仁
司

　
〃
　
　
西
田
　
　
真

　
〃
　
　
松
井
　
正
志

議
会
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

清
滝
小
学
校
の
校
庭
に
並
ぶ
樹
齢
93年

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
巨
木
群
。

住
民
た
ち
の
手
で
長
年
守
り
継
が
れ
、毎
年
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

清
滝
小
学
校
の
校
庭
に
並
ぶ
樹
齢
93年

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
巨
木
群
。

住
民
た
ち
の
手
で
長
年
守
り
継
が
れ
、毎
年
た
く
さ
ん
の
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。


